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「スーパーグローバルハイスクール（SGH）」 ネットワークの構築

目的 SGH ネットワークへの参加要件

★グローバルな社会課題を発見・解決し、持続可能な社会の構築に寄与する人材
（国際機関職員、社会起業家、グローバル企業の経営者、政治家、研究者等）
の輩出

高等学校等における国際理解教育及び外国語
教育の水準のさらなる維持向上を図るため、スー
パーグローバルハイスクール（SGH）の取組を引
き続き実施する高等学校等を対象としたネットワー
クを構築し、文部科学省主催の全国高校生フォー
ラム及びグローバル人材育成全国連絡協議会への
参加等、全国的な取組に継続的に参画することを
通じて、SGHの成果普及と持続可能なグローバル
人材育成のネットワークづくりを推進する。

対象学校：国公私立高等学校及び中高一貫教育校（中等教育学校、併
設型及び連携型中・高）

※令和３年度においては、平成26年度から令和２年度までのSGH事業指定校
及びSGHアソシエイトのうち、SGHの取組を引き続き実施する高等学校等を対
象とする。

◆今後のスケジュール: 令和２年１２月２５日～参加募集開始
令和３年２月１０日 参加申込〆切
令和３年２月下旬 参加校の確定
令和３年４月 ～取組開始
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連携

探究学習の指導方法
アクティブ・ラーニング
国際理解教育
海外研修ノウハウ
海外姉妹校締結ノウハウ 等

人材やプログラムの提供

グローバル人材像を設定し、当該人材像を踏まえ、卒業時に生徒が身に付けることので
きる資質・能力を具体的かつ明確に定め、公表していること
グローバル人材育成に資する課題研究又は先進的な課題研究等の実績を踏まえた、
グローバル人材育成に資する発展的な実践に取り組む教育課程等を編成していること
国内外の高校・大学・国際機関等との連携により、より実践的で高度な学習活動が行
われていること
グループワーク、ディスカッション、論文作成、プレゼンテーション、プロジェクト型学習等の
手法が、外国語によるものも含め、生徒の主体的な学びを促すものとして効果的に取り
入れられていること
一定期間ごとに、本取組に関する自己評価・学校関係者評価を実施すること

・国内外の高校,大学
・国際機関（OECD, 
UNESCO等）

・企業,非営利団体

◆要件

★SGH事業を通じて､全国の高等学校に形成されたグローバル人材育成プログ
ラムの内容と運営の経験知、国内外のネットワーク等、有形無形のリソースを
共有し、魅力的な教育課程の充実や国際的なつながりの拡大など、SGHの取
組のさらなる質的・量的な発展を目指す。

国際交流の機会の提供

ＳＧＨネット
ワークへの参
加申込み

◆全国高校生フォーラムへの参加
グローバル人材育成全国連絡協議会への参加 等

※SGHロゴマークの使用も可

文部科学省主催
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１．SGHネットワークの概要について

目的
高等学校及び中高一貫教育校（中等教育学校，併設型及び連携型中学校・高等
学校）（以下「高等学校等」という。）における国際理解教育及び外国語教育の水
準のさらなる維持向上を図るため，スーパーグローバルハイスクール（以下「ＳＧＨ」と
いう。）の成果を踏まえ，継続的発展的に取り組む高等学校等を中心としたネットワー
ク（以下「ＳＧＨネットワーク」という。）を構築し，ＳＧＨの成果普及と持続可能な
グローバル人材育成を推進することを目的とする。
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１．SGHネットワークの概要について

参加対象校及び参加要件
ＳＧＨネットワークへの参加対象校は，平成２６年度から２８年度までにＳＧＨ指定校又はＳＧＨアソ

シエイトとなった高等学校等とし，参加要件については次のとおりとする。

(1)各学校において育成を図るグローバル人材像を設定し，当該人材像を踏まえ，卒業時に
生徒が身に付けることのできる資質・能力を具体的かつ明確に定め，公表していること。

【参加申込書記入に当たり】
各学校においてＳＧＨにおける取組により育成を図るグローバル人材像を設定しながら、どのような資質・
能力を身に付けさせるのかを具体的かつ明確に記入し、またその公表方法について記入してください。

（参考）スーパーグローバルハイスクール研究開発完了報告書（別紙様式３） 「４ 研究開発概要」
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１．SGHネットワークの概要について
参加対象校及び参加要件
(2)グローバル人材育成に資する課題研究又は先進的な課題研究等の実績を踏まえた，グ

ローバル人材育成に資する発展的な実践に取り組む教育課程等を編成していること。

【参加申込書記入に当たり】
当該学校が育成を目指すグローバル人材像を踏まえ、課題研究又はグローバル人材に資する発展的な実践

において扱う研究領域やテーマについて記入してください。その際、当該内容は学校として質の高い指導体制や
実践的な研究が担保できるテーマとし、可能な限り具体例を示してください。

（参考）スーパーグローバルハイスクール研究開発完了報告書（別紙様式３）
「８ ５年間の研究開発を終えて」

(3)国内外の高等学校・大学・国際機関等との連携により，より実践的で高度な学習活動が
行われていること。

【参加申込書記入に当たり】
国内外の高等学校・大学・国際機関等と連携して行う学習活動の内容について具体的に記入してください。

（参考）スーパーグローバルハイスクール研究開発完了報告書（別紙様式３）
「６ 研究開発の実績」
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１．SGHネットワークの概要について
参加対象校及び参加要件
(4) グループワーク，ディスカッション，論文作成，プレゼンテーション，プロジェクト型学習等

の手法が，外国語によるものも含め，生徒の主体的な学びを促すものとして効果的に取り入
れられていること。

【参加申込書記入に当たり】
生徒の主体的な学びを促すものとして効果的に取り入れられているか具体的に記入してください。

（参考）スーパーグローバルハイスクール研究開発完了報告書（別紙様式３）
「６ 研究開発の実績」

(5) 一定期間ごとに，ＳＧＨネットワークへの参加に関する取組を含め，自己評価を実施する
とともに，学校関係者評価の実施に努め，その結果を公表すること。

【参加申込書記入に当たり】
ＳＧＨの取組内容を含め、各学校の教職員が行う「自己評価」と、保護者、地域住民等の学校関係者など
により構成された評価委員会等が、自己評価の結果について評価することを基本として行う「学校関係者評
価」について、記入してください。

（参考）スーパーグローバルハイスクール研究開発完了報告書（別紙様式３）
「７ 目標の進捗状況，成果，評価」
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１．SGHネットワークの概要について

スケジュール

令和２年１２月２５日（金） 参加募集開始

令和３年２月１０日（水） 参加申込提出〆切

２月下旬 参加校の確定

４月～ 取組開始

※上記のスケジュールは、現時点の予定で有り、変更となる可能性があります。
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２．Ｑ＆Ａ
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質問 以前ＳＧＨ指定校で，現在はＷＷＬ事業拠点校・共同実施
校・連携校または地域との協働による高等学校教育改革推進事
業指定校です。その場合，本ネットワークへの参加申込は可能で
しょうか

回答 ＳＧＨネットワークの参加対象は，平成２６年度から２８年度
までにＳＧＨ指定校又はＳＧＨアソシエイトとなった高等学校等
であるため，その条件を満たしていれば現在他の事業の指定校等
であっても，参加申込は可能です。
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質問 ＳＧＨネットワークへ参加することを以って、例えば、ＷＷＬやＳ
ＳＨ等の他の事業の採択に影響することはありますか？

回答 ＳＧＨネットワークへ参加することを以って、ＷＷＬやＳＳＨ等の
他の事業に採択されなくなることはございません。
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質問 今回のＳＧＨネットワークは，以前紹介されたＳＧＨ課程認定
制度とは別のものでしょうか

回答 別のものではありません。
令和２年８月１９日に開催された、中央教育審議会 初等中
等教育分科会 「新しい時代の高等学校教育の在り方ワーキン
ググループ（第１０回）」に提示された内容について、ＳＧＨネッ
トワークとして実施するものです。
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質問 「スーパーグローバルハイスクールネットワークの参加に関する規程」
の３.（３）に記載されている文部科学省主催のグローバル人材
育成全国連絡協議会は，ＷＷＬ事業に係る連絡協議会とは
別開催のものでしょうか。

回答 別開催ではございません。
文部科学省主催の全国高校生フォーラム及びグローバル人材育
成全国連絡協議会等には、令和３年度においてはＷＷＬ事業
の一環として開催するものに参加していただくことを考えております。
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文部科学省 初等中等教育局
参事官（高等学校担当）付 高校改革推進室
担当：田中 田口 黒川 西馬

ＴＥＬ：０３－６７３４－３３００

Ｅ-mail：sgh@mext.go.jp
ＳＧＨ専用ＨＰ：http://www.sghc.jp/

15

本件 問い合わせ先・ＵＲＬについて


